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証するファクターに満たされており、制作行為そのものの重要性を物語るものである。「形象」、「表象」、
「Matrix」、「繋連」、それぞれのシリーズ作品における制作行程の成形には、作者の一貫したこだわりとも言
うべき、手仕事による構築によって、形作られている。「形象」シリーズでは、磁器土の塊を彫り、削りだす
行程の繰り返しによって形成し、その作業の中での「気づき」を具現化する試みを実践している。「表象」シ
リーズでは、塊から彫りだされた粘土に着目して、粘土を叩き付ける行為によって得られる、不定形の薄く
叩き伸ばされた粘土片を積み上げた集合体としての立体作品に展開している。「Matrix」シリーズでは、粘土
の塊に金属製パイプを差して得られた粒状の粘土を粘土板上に粒同士を結合し構築した凹凸のある板状の作
品とした。さらに、日本の伝統的な装飾技法である「染付」を施す事により、「造形」と「装飾」の関連を実
証する為の重要な作品となり、博士提出作品「繋連」に展開した。 
提出作品「繋連」は、磁器土を素材に大きさの違う数種の石膏型による張り込み成形の技法を用いた、四面
体を成形し、素焼き焼成後に点描による染付の装飾を施した三角錐の集合体作品である。成形に際し、作者
のこれまでの一貫した制作姿勢により、手仕事による削り仕上げを一つ一つに施し、同一の形態に微妙な違
いを表出している。又、呉須を使った点描にも筆書きによる染付けの装飾効果が、作者の意思を反映してい
る。集合体の作品としての円形の台と３枚の鏡を組み合わせた展示装置は、鑑賞者の視覚に「つなぎ連なる
こと」を感じさせる効果を発揮しており、論考と合致した秀作である。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
作者の創作に対する基本は、アプローチが重要で、自分の表現したいアイデアとその思考過程が創作の中
心であると定義して創作活動を行っている。作品とはその結果行為の痕として出来上がったものである。終
章で「私の作品制作と研究は、プロジェクトとして進行する傾向が強く、自分の時々に生じる興味や関心を、
自分の思考に絶えず関連付けながら発展して来た。」と述べているように、イギリスの美術大学の藝術に対す
る創作教育の影響を強く受けている。東京芸術大学の博士課程の学生として自己探求するプロジェクト、日
本人としてのアイデンティティーを追求し、その融合作品が今回の繋連の作品となって現れている。研究論
文はまず装飾と造形の定義を筆者なりに定義して論考を進めている。装飾とは自己を認識する行動、世界と
自己との関係性を構築する行為、「つまり自己認識としての側面から発生している」と定義し、「造形」とは、
「概念や意識などの無形物を可視化する行為そのもの」と定義し、論考を進めている。よって、染付けとは
点描する行為そのものが染付けであって、具体的に物体を描くという描画ではなく、その描く行為が重要な
点であると認識し制作した。従って染付けの表現はそれなりに色分けされ、濃淡もつけられているが、その
細部が重要ではなく全体の装飾の行為が重要との主張に立って「繋連」という作品に表現されている。筆者
はイギリスの大学院に留学していた当時、「装飾」と「造形」の相互関連性を研究、両者を共鳴させながら、
独自の「表現言語」を導きだす試みのなかの認識から「マテリアル・アウェアネス」（物質の認識、気付き）
と定義し、以来、自己の作品制作における主要なテーマと位置付けて制作して来た。この事は「工芸表現に
おける根本原理を成す」と述べている。「複合的な感覚」マテリアル・アウェアネスを自覚的に捉え直し、実
践的な装飾と造形を理論として展開、発展しえる可能性について論考する。論文は十分に練られ、推敲され
ており、秀でたレベルの研究論文であると評価する。筆者の定義に基づき「繋連」はプロジェクトの行為の
結果として表現されたと言う感は免れない。しかし「装飾」の定義に添った「繋連」の染付けは、作者の確
信に基づいて加飾され、真摯な行為が現れており、素直な優れた作品と評価する。
